
  
 

 

2026 年 6 月の米国株式市場の振り返り（2026 年 7 月配信）  

「市場全体の上昇が、幅広い銘柄を押し上げる」 

米国株式市場で上昇の裾野が拡大 

S&P500 は 6 月初旬に過去最高値を更新しましたが、その後下落し、月間では 1.0%の小幅なマ

イナスで終えました。それでも同指数は、3 月以降で 15.2%上昇し、四半期ベースでは 2020 年

以来の最も力強いパフォーマンスとなりました。 

四半期末には、株式市場の大半のセグメントで大幅な上昇が見られましたが、6 月は大型主力銘

柄が出遅れました。表面的なリターンは、ベンチマーク全体の水準の下にある大きなばらつきを

覆い隠していました。S&P 中型株 400®と S&P 小型株 600®はそれぞれ 3.6%、7.3%上昇した一

方、S&P500 トップ 50 は 4.6%下落し、S&P 500 グロースも 1.8%下落しました。相場上昇の広

がりを示すもう一つの動きとして、S&P 500 均等加重指数は 6 月に 2.4%上昇し、時価総額加重

の S&P 500 を 3%超上回りました。 

 

セクター別・業種別動向 

情報技術セクターは、第 2 四半期のパフォーマンスに対する最大の寄与セクターであり続けま

した。同セクターは第 2 四半期に 31.8%上昇し、S&P 500 の四半期リターン 15.2%のうち、10

ポイント超に寄与しました。6 月はやや軟調で、テクノロジーセクターは月間で 3.3%下落しま

した。これは、同セクター内の最大手銘柄が下落を主導したためです。 

その他の上昇セクターには資本財・サービスが含まれ、同セクターは 6 月に 7.3%、第 2 四半期

に 14.9%上昇しました。金融は 6 月に 4.4%上昇し、ヘルスケアも 6.6%上昇しました。これら 3

セクターはいずれも、月間および四半期でプラスのリターンを記録しました。 

エネルギーは主要セクターの中で最も弱く、6 月に 5.1%、第 2 四半期に 13.5%下落しました。

公益事業も、6 月は上昇したものの、四半期では小幅なマイナスで終えました。情報技術が引き

続き相場を主導した一方で、上昇の裾野はより幅広いセクターへと広がりました。 

 

ファクター 

上半期には、約 45%の銘柄が S&P 500 をアウトパフォームし、ファクターに基づく投資アプロ

ーチにとって幅広い投資機会が提供されました。モメンタムは引き続き最もパフォーマンスの高

いファクターであり、S&P 500 モメンタム指数は 6 月に 7.5%、第 2 四半期に 44.4%上昇し、過

去最高の四半期リターンを記録しました。その他の上昇ファクターにはハイベータが含まれ、6

月に 3.9%、第 2 四半期に 34.4%上昇しました。クオリティは 6 月に 5.9%上昇し、低ボラティリ

ティは 3.9%、配当貴族指数は 5.3%上昇しました。 

ファクター別のリターンを見ると、上半期には、相場をけん引したファクターにいくつか異なる

タイプがあったことが分かります。モメンタム、クオリティ、低ボラティリティはいずれも、市
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場感応度が大きく異なるにもかかわらず、力強い成果を上げました。これは、同四半期に特に高

いファクター・リターンが、市場の非常に異なるセグメントから生まれていたことを示していま

す。 

 

格差の拡大 

6 月は、個別銘柄、セクター、ファクターの間で差異が高まったことが特徴でした。Cboe S&P 

500 Dispersion Index（DSPX）は月末に 44.44 で終了し、第 2 四半期末時点で過去 1 年間の最

高水準となりました。 

株式市場では、主要指数の下落が比較的小幅にとどまったにもかかわらず、パフォーマンスの差

は引き続き大きいものでした。月中にはセクターやファクターの主導役が入れ替わり、全体とし

ては比較的小さな変動で終えた指数の表面的な動きの下でローテーションが続いたことから、最

も好調だったセグメントと最も不調だったセグメントの間に大きな格差が生じました。 

 

四半期の状況 

第 2 四半期は、厳しい第 1 四半期から市場が回復するなかで始まり、米国株式市場の幅広い分

野で上昇が広がる形で終わりました。一方、6 月の動きはそれほど単純ではありませんでした。

S&P 500 は下落し、テクノロジーセクターは軟化し、S&P 500 Top 50 はアンダーパフォームし

ました。その一方で、中型株、小型株、均等加重指数、クオリティ、モメンタムはいずれもプラ

スのリターンを記録しました。 

 

関連リンク: 

• U.S. Dashboard June 2026 

• U.S. Sector Dashboard June 2026 

• S&P 500 Factor Dashboard June 2026 

• Daily Market Insights 
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https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/performance-reports/dashboard-us.pdf
https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/performance-reports/dashboard-us-sector.pdf
https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/performance-reports/dashboard-sp-500-factor.pdf
https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/performance-reports/dashboard-daily-global-markets.pdf

